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研究分野：コミュニケーション障害領域
科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学
キーワード：0 ヶ月～24 ヶ月児、発達評価質問紙、発達項目、認知・理解面、

コミュニケーション行動面、携帯電話による情報収集の開発

１．研究計画の概要
(１)前言語期の発達評価質問紙の作成

進藤らが作成した前言語期の発達評価質
問紙（2000 年試案）の評価項目、発達月
齢などを再検討し、新たな評価項目を加
え、既存の項目を含めて検討し、０ヶ月
から 24ヶ月児を対象にした修正版を作成
した（平成 20 年度）。次年度からその修
正版を０ヶ月～24 ヶ月迄の健常児がいる
母親に、パソコンあるいは郵送にて、毎
月発達評価を依頼し、記入後に返送して
もらった（平成 21 年度～22 年度）。収集
したデータについて、評価項目の発達レ
ベルと乳児の月齢の一致度をチェックし、
75％以上の通過率が示された項目とそう
でない項目について分析を進める（平成
21 年度～22 年度）。

(２)発達評価質問紙の完成版の作成
18 ヶ月～24 ヶ月児のデータを集積・分析
し、発達評価質問紙の完成版を作成（平
成 23 年度前半）と新生児聴覚スクリーニ
ング後の要再検児や発達障害児への適用
の成果を検討する（平成 23 年度後半）。

２．研究の進捗状況
(１)平成 20 年度に０ヶ月～24 ヶ月用の発達

評価質問紙修正版を作成し、平成 21 年度
～22 年度にかけて、0 ヶ月~24 ヶ月の研
究協力児計 42 名（男児 22 名、女児 20
名）のデータを収集・分析した。

( 2 ) 調査方法は、パソコンもしくは紙ベース
でのアンケート調査方式にて行っていた

が、パソコンよりもさらに簡便な携帯電話
での回答の可能性を検討するために、東京
職能訓練大学校の福良博史先生、伊東久美
子先生の協力により、携帯電話から入力出
来るシステムを試作した。

３．現在までの達成度
③当初の計画よりもやや進行が遅れてい
る。

（理由）
当初の予定では、発達評価質問紙の対象を
前言語期の 0 ヶ月～12 ヶ月児と考えてい
たが、平成 20 年度に 0 ヶ月～24 ヶ月児に
対象年齢範囲を広げたため、データ収集に
時間を要したためである。

４．今後の研究の推進方策
研究協力児の多くが 24 ヶ月に達する平成
23 年度８月を目処に、全データを再分析し、
発達評価質問紙の完成版を作成する。
さらに、完成版の評価用紙を用いて、平成
23 年度後半には新生児聴覚スクリーニン
グ後の要再検児や発達障害児への臨床適
用をはかり、成果を検討する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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